
第１４回国連犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス）の開催について

○コングレスは，犯罪防止・刑事司法分野における国連最大の国際会議

（１９５５年以降５年ごとに開催）

○司法大臣・検事総長等を含む各国政府代表団等が参加

○成果文書として，犯罪防止・刑事司法分野の対策等に関する

政治宣言を採択

○事務局は国連薬物・犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）

○日本での開催は，１９７０年以来，２回目

○オンラインを幅広く活用して実施

○基本的人権，法の支配といった普遍的価値の各国への浸透を目指す「司法外交」を推進

○コロナ後の法の支配を基調とした国際社会の発展に主体的な役割を果たす

○我が国の法の支配の浸透や「世界一安全・安心な社会」を支える取組を発信

○オンラインを活用し，コロナ時代における国際会議のモデルを提示

開催意義・効果

○２０１５年４月１２日～１９日の間，ドーハ（カタール）で開催

○タミーム・カタール首長（王族），潘基文国連事務総長（当時），フェドートフ国連薬物・犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）事務

局長のほか，１４９か国から約４，０００人が参加

○「犯罪防止・刑事司法のより広い国連アジェンダへの統合」をテーマに議論し，「ドーハ宣言」を採択

→ ＳＤＧｓのゴール１６（平和と公正をすべての人に）に反映

前回ドーハコングレス（第１３回）

（議題１） 社会的・経済的発展に向けた包括的な犯罪防止戦略

（議題２） 刑事司法システムが直面する課題に対する統合的なアプローチ

（議題３） 法の支配の促進に向けた各国政府による多面的アプローチ

とりわけ，ドーハ宣言に沿って，

・全ての人々に司法へのアクセスを提供

・効果的で説明責任のある公平かつ包摂的な機関を構築

・文化の独自性を尊重しつつ法遵守の文化を醸成することを含む

社会的，教育的その他の関連方策を検討

（議題４） あらゆる形態の犯罪，とりわけ

（ａ）あらゆる形態のテロリズム （ｂ）新興の犯罪形態

を防止し対処するための国際協力及び技術支援

全体テーマ概 要

（前回京都コングレスの様子）

（ドーハコングレスの様子）

（提供：国立京都国際会館）

【日程】 ２０２１年３月７日（日）～１２日（金）（6日事前準備会合）

【会場】 国立京都国際会館

２０３０アジェンダ（※）の達成に向けた犯罪防止，刑事司法及び法の支配の推進

※国連サミットで採択された行動計画。持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ ）を掲げている。



京都コングレス・ユースフォーラムの開催について

開催意義・効果

○コロナ禍により世界が分断の流れを見せる中，若者の連帯と対話の機運を醸成し，将来に繋がるパートナーシップを構築

○ＳＤＧｓや犯罪防止・刑事司法関連施策に対する若者の関心を喚起し，理解を促進

○コングレスにおける実務家・専門家の議論に，次世代の国際社会を担う若者の意見を反映

テーマ

（議題１）「青少年犯罪の予防・罪を犯した青少年の社会復帰における若者の役割」

（議題２）「法遵守の文化を醸成するための若者の教育」

（議題３）「安全なネット社会に向けた若者の責任」

安全・安心な社会の実現へ～ＳＤＧｓの達成に向けた私たちの取組～

（ドーハ・ユースフォーラムの様子）

概 要

○犯罪防止・刑事司法に関する世界の若者（大学生・高校生等）によるフォーラム

○第１４回国連犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス）に先立ち開催

（京都コングレスは，同年３月７日（日）から１２日（金）に開催）

○オンラインを幅広く活用して実施

○議論の結果を勧告として採択し，京都コングレスに提出

【日 程】 ２０２１年２月２７日（土）・２８日（日）

【会 場】国立京都国際会館

c Ministry of Interior
State of Qatar

○２０１５年ドーハ・コングレスで初めて開催

○採択した勧告を，ユース代表者から，

潘基文国連事務総長（当時）に提出

前回大会

※コングレス：５年ごとに開催される，犯罪防止・刑事司法分野における国連最大の国際会議。
※ＳＤＧｓ：「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」。2030年までを期限とする国連で採択された国際目標。


